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(57)【要約】
【課題】制御基板の省スペース化を図りさらなる多口の
誘導加熱調理器を安価に提供できる誘導加熱調理器を提
供すること。
【解決手段】３以上の複数の誘導加熱ユニットと商用電
源から前記インバータへの電力供給を制御する電源制御
部とを備え、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の
小さい１つの誘導加熱ユニットのインバータと加熱出力
制御手段と前記電源制御部は１枚のプリント配線板上に
実装する構成とすることにより、安価かつ容易な構成で
３以上の多口誘導加熱調理器とすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
誘導加熱ユニットは負荷を磁気結合させる加熱コイルと前記加熱コイルに電力を供給する
インバータと、前記加熱コイルの加熱出力を制御する加熱出力制御手段とからなり、３以
上の複数の誘導加熱ユニットと商用電源から前記インバータへの電力供給を制御する電源
制御部とを備え、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つの誘導加熱ユニッ
トのインバータと加熱出力制御手段と前記電源制御部は１枚のプリント配線板上に実装し
たことを特徴とした誘導加熱調理器。
【請求項２】
誘導加熱ユニットは負荷を磁気結合させる加熱コイルと前記加熱コイルに電力を供給する
インバータと、前記加熱コイルの加熱出力を制御する加熱出力制御手段とからなり、３以
上の複数の誘導加熱ユニットとグリルと前記グリルの出力を制御するグリル制御部とを備
え、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つの誘導加熱ユニットのインバー
タと加熱出力制御手段と前記グリル制御部は１枚のプリント配線板上に実装したことを特
徴とした誘導加熱調理器。
【請求項３】
複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つの誘導加熱ユニットのインバータと
加熱出力制御手段と前記電源制御部は１枚のプリント配線板とし、他の誘導加熱ユニット
のインバータと加熱出力制御手段は少なくとも１枚以上の別のプリント配線板とし、前記
プリント配線板はそれぞれを水平方向に設置かつ上下方向に積層するように配置しその最
上層は電源制御部を含むプリント配線板とすることを特徴とした請求項１に記載の誘導加
熱調理器。
【請求項４】
複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つの誘導加熱ユニットのインバータと
加熱出力制御手段と前記グリル制御部は１枚のプリント配線板とし、他の誘導加熱ユニッ
トのインバータと加熱出力制御手段は少なくとも１枚以上の別のプリント配線板とし、前
記プリント配線板はそれぞれを水平方向に設置かつ上下方向に積層するように配置しその
最上層はグリル制御部を含むプリント配線板とすることを特徴とした請求項２に記載の誘
導加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、誘導加熱調理器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の誘導加熱調理器は、図３に示すように、１は外郭ケース、２はトッププ
レート、３は加熱コイル、４はラジエントヒータ、５はグリル、７は制御基板である。誘
導加熱で２口、ラジエントヒータで１口の３口調理器としていた。そして、制御基板を複
数枚使用する方法が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－２１８９０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前記従来の構成では、誘導加熱調理の利便性をさらに高めるため３口と
も誘導加熱とする場合にさらに制御基板のスペースが必要となる課題を有していた。
【０００４】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、制御基板の省スペース化を図りさらなる
多口の誘導加熱調理器を安価に提供することと合わせて制御基板への配線を合理的にする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】



(3) JP 2010-3483 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

【０００５】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の誘導加熱調理器は、３以上の複数の誘導加
熱ユニットと商用電源から前記インバータへの電力供給を制御する電源制御部とを備え、
複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つの誘導加熱ユニットのインバータと
加熱出力制御手段と前記電源制御部は１枚のプリント配線板上に実装する構成とした。こ
れによって、安価かつ容易な構成で３以上の多口誘導加熱調理器とすることができる。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の誘導加熱調理器は、容易な構成で３以上の多口誘導加熱調理器を安価に実現す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　第１の発明は、誘導加熱ユニットは負荷を磁気結合させる加熱コイルと前記加熱コイル
に電力を供給するインバータと、前記加熱コイルの加熱出力を制御する加熱出力制御手段
とからなり、３以上の複数の誘導加熱ユニットと商用電源から前記インバータへの電力供
給を制御する電源制御部とを備え、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つ
の誘導加熱ユニットのインバータと加熱出力制御手段と前記電源制御部は１枚のプリント
配線板上に実装した構成とすることにより、容易な構成で３以上の多口誘導加熱調理器を
安価に実現することができる。
【０００８】
　第２の発明は、誘導加熱ユニットは負荷を磁気結合させる加熱コイルと前記加熱コイル
に電力を供給するインバータと、前記加熱コイルの加熱出力を制御する加熱出力制御手段
とからなり、３以上の複数の誘導加熱ユニットとグリルと前記グリルの出力を制御するグ
リル制御部とを備え、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の小さい１つの誘導加熱ユ
ニットのインバータと加熱出力制御手段と前記グリル制御部は１枚のプリント配線板上に
実装した構成とすることにより、容易な構成で３以上の多口誘導加熱調理器を安価に実現
することができる。
【０００９】
　第３の発明は、特に、第１の発明において、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の
小さい１つの誘導加熱ユニットのインバータと加熱出力制御手段と前記電源制御部は１枚
のプリント配線板とし、他の誘導加熱ユニットのインバータと加熱出力制御手段は少なく
とも１枚以上の別のプリント配線板とし、前記プリント配線板はそれぞれを水平方向に設
置かつ上下方向に積層するように配置しその最上層は電源制御部を含むプリント配線板と
することにより、より容易な構成で３以上の多口誘導加熱調理器をより安価に実現するこ
とができる。
【００１０】
　第４の発明は、特に、第２の発明において、複数の誘導加熱ユニットのうち定格出力の
小さい１つの誘導加熱ユニットのインバータと加熱出力制御手段と前記グリル制御部は１
枚のプリント配線板とし、他の誘導加熱ユニットのインバータと加熱出力制御手段は少な
くとも１枚以上の別のプリント配線板とし、前記プリント配線板はそれぞれを水平方向に
設置かつ上下方向に積層するように配置しその最上層はグリル制御部を含むプリント配線
板とすることにより、より容易な構成で３以上の多口誘導加熱調理器をより安価に実現す
ることができる。
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１２】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態における誘導加熱調理器の回路構成図を示すもので
ある。
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【００１３】
　図１において、電源１は２００Ｖ商用電源であり、リレーからなる第１の電源制御部１
５、第２の電源制御部２５、第３の電源制御部３５およびグリル制御部２によりそれぞれ
第１の誘導加熱ユニット１１、第２の誘導加熱ユニット２１、第３の誘導加熱ユニット３
１およびグリルヒータ３のオン、オフの通電制御を行う。各誘導加熱ユニット１１、２１
、３１はそれぞれインバータ１３、２３、３３と加熱コイル１２、２２、３２と加熱出力
制御手段１４、２４、３４からなっている。２００Ｖ商用電源をインバータで高周波に変
換し加熱コイルに供給し加熱コイルに対向して図示しない負荷である鍋を設置し、鍋を誘
導加熱しつつ、その加熱出力をマイコンで構成された加熱出力制御手段で制御することで
誘導加熱調理を実現するものである。誘導加熱ユニットの出力は第１および第２の誘導加
熱ユニットは３ｋＷ、第３の誘導加熱ユニットは１．５ｋＷとしている。インバータおよ
び加熱出力制御手段は図示しないプリント配線板で構成している。メンテナンス性などに
配慮して各誘導加熱ユニット毎にプリント配線板は別々のプリント配線板で構成している
。また、図２のように本実施の形態では第１のインバータ１３、第１の加熱出力制御手段
１４は第１のプリント配線板４で構成し、第２のインバータ２３、第２の加熱出力制御手
段２４は第２のプリント配線板５で構成し、最も定格出力が小さい第３のインバータ３３
および第３の加熱出力制御手段と第１の電源制御部１５、第２の電源制御部２５、第３の
電源制御部３５、グリル制御部２は第３のプリント配線板６で構成している。インバータ
の定格が小さければインバータが占有するスペースも小さくできることから定格が小さな
インバータと他の制御部とを同一プリント配線板に載置することを可能としている。各プ
リント配線板は省スペースで設置できるよう水平方向に設置かつ上下方向にそれぞれ積層
するように配置している。また、第３のプリント配線板を最上層となるように配置してい
ることから、第３のプリント配線板にあるグリル制御部とグリルとの配線が容易に行うこ
とができ、また第３のプリント配線板にある各電源制御部の入力端子への商用電源との配
線を容易に行うことができる。
【００１４】
　本実施の形態ではすべての電源制御部は１つのプリント配線板に設置したが、少なくと
も１つの電源制御部と定格出力の小さいインバータと加熱出力制御手段を１つのプリント
配線板に設置しても本発明の効果は得られるものである。また、グリルはその熱源をヒー
タとしたが他の加熱手段でも本発明の効果が得られることはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
　以上のように、本発明にかかる誘導加熱調理器は、複数の誘導加熱ユニットをスペース
効率よく搭載可能となるので、工業用誘導加熱等の用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の回路構成図
【図２】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器のプリント配線板の配置斜視図
【図３】従来の誘導加熱調理器の構成図
【符号の説明】
【００１７】
　１　商用電源
　２　グリル制御部
　３　グリル
　６　第３のプリント配線板
　１１　第１の誘導加熱ユニット
　１２　第１の加熱コイル
　１３　第１のインバータ
　１４　第１の加熱出力制御手段
　１５　第１の電源制御部
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　２１　第２の誘導加熱ユニット
　２２　第２の加熱コイル
　２３　第２のインバータ
　２４　第２の加熱出力制御手段
　２５　第２の電源制御部
　３１　第３の誘導加熱ユニット
　３２　第３の加熱コイル
　３３　第３のインバータ
　３４　第３の加熱出力制御手段
　３５　第３の電源制御部

【図１】 【図３】
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